
中度の精神遅滞を伴った自閉症児における

漢字熟語の読み学習

　　　　　1長谷川芳典

要旨　中度の精神遅滞を伴い，目閉的傾向をもった児童が，9歳から，初めて全

語法による漢字単熟語の読みの学習を開始した．1年間の訓練により，習得した単熟

語は252語に達した．またそれらを構成する漢字は289種類にのぼった．学習開始の

4ケ月目より，単熟語の弁別速度に関して，パソコンを用いた実験的検討を行った．

電子音声発声装置が発声した語句を5個の選択肢から選ぶという課題において，短い

反応潜時（4sec未満）で答えた語の中では，漢字まじりで書かれた語のほうが平仮

名のみで書かれた語よりも有意に多かった．障害児における文字教育においても，

「まずは平仮名の読み書きから」といった固定観念を捨て，漢字の早期導入を検討す

る必要がある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長大医短紀要4＝67－71，1990
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　中度の精神遅滞をともない自閉的傾向のあ

る発達障害児1名に対して，1年間にわたり

漢字単熟語の読み学習訓練を実施した．本稿

はその学習内容を分析することにより，障害

児における文字教育のありかたにっいて考察

することを目的とする．

　本児は，長崎市内の養護学校に在籍してお

り，訓練開始の時点で9歳であった．訓練開

始にいたるまで，養護学校・家庭内とも，漢

字の読みに関して特別の教育を受けたことは

なかった．

　母親および，8歳前後から感覚統合訓練の

指導を担当していた作業療法士によって，本

児の特徴として次の点が指摘されている．①

言語理解は，日常会話程度は可能である．②

本児自ら話しかけてくることはあまりないが，

要求が単語又は二語文で行う．③特定の場所

や物に対し，“こだわり”があり，儀式的な

行為が見られる．その行為を止めようとする

と，怒ったり泣いたりして興奮気味になる．

④本児は不得意なことをさせようとした場合

にも，怒ったり泣いたりして興奮気味になる．

⑤ふだんは，大人に対し従順で素直である．

⑥発音や筆記のさいに，「は」と「あ」，「し」

と「ち」，「す」と「っ」，「ら」と「だ」，「ひ」

と「い」，「ふ」と「う」等を混同したり，

1．長崎大学医療技術短期大学部一般教育
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「ん」・促音・拗音に関してミスをすること

がある．

　訓練開始からほぼ1年後の9歳11ヶ月時

点で行った発達検査によれば，①絵画語彙検

査（PVT）：語彙年齢4歳6ケ月，②コー

ス立方体テストl　I　Q89，W　I　S　C－R：

言語性検査は粗点0が多く検査になじまず，

動作性検査はI　Q44～51という測定結果が

出ている（測定はすべて，長崎大学医療技術

短期大学部作業療法学科伊藤斉子助手による）．

　漢字熟語の読み学習訓練は，被験児の家庭

内で母親の指導のもとに次の手順で行われ，

原則として，毎週，長崎大学医療技術短期大

学部において習得状況のチェックを行った．

　①図書館カード大のカードにマジックペン

で被験児の知っている単熟語を縦書きで記入

したものを用意する．②これらを1枚ずっ提

示し，読みを発音させる．正しく発音できた

時は賞賛し，できなかった時は母親が正しい

発音をした上で，被験児に反復させる．③カー

ドは同一セッション内でも何回か提示し，3

連続正答になるまで提示を続ける．④3セッ

ション連続して正答となった場合に，学習達

成とみなす．⑤訓練の際には，未学習のカー

ドに学習済みのカードを適度に配合し，全体

の正答率が6割以上になるよう工夫する．

　以上に述べた訓練を1年間にわたり実施し

た結果，読みを習得した単熟語は合計252語

に達した．図1に，習得語の累積数の変化を

示す．また，それらの語を構成する漢字は

289語種類にのぼった（表1参照）．なお，

図1の増加曲線には，ところどころ停滞が見

られるが，それらは，その時々の家庭の事情

によるものであり，決して，学習上の困難を

示すものではない．つまり，学校から与えら

れる宿題等で時問を奪われたり，母親が多忙

であった等の外部の起因する停滞である点を

指摘しておく．

　次に，漢字まじりで表記された単熟語と平

仮名のみで表記された単熟語のどちらが早く

弁別できるか，実験的検討を行った．実験は，

長崎大学医療技術短期大学部において，「読
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図1　実線は読みを習得した単熟語を，破線は，それらの語を構成する漢字の種類を示す．
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表1　読みを取得した単熟語を構成する289種類の漢字一覧

挨暗椅医育一稲引飲院運永泳園遠鉛黄屋下化夏架歌火花
荷［課画会海絵階学割滑汗間関館丸器机機気汽記儀吉休急
球給牛魚強教局玉巾金銀具空靴計月権犬見玄現庫語公．口
工校港紅絞綱行号合国黒根砂祭財坂阪咲崎作拶雑皿三傘
山散算刺司子市紙資歯事字時耳自式室写社車手寿住十宿
出所書除小松焼上乗場色食信新真神身諏水数制正生西青
石積赤切雪先川戦扇洗線船噌組掃操窓蔵足族体替袋台大
題宅濯達脱短団段地茶着中帳朝跳長停庭程天田電塗土当
筒豆頭動堂道徳読日乳入熱年粘買白迫麦箸八髪番飛菱筆
百表描病浜布腐部風服福払物粉文聞並米便勉弁保歩母報
訪帽本磨満味民明面毛木目餅野役薬友由祐遊予与用絡卵
理立旅料療緑冷連呂路廊話碗苺

み」訓練開始の4ケ月目より12ヶ月目まで

の間，1～3週を隔てて合計25セッション

行われた、

実験では，電子音声発声装置（マイクロニ

クス社：音次郎二代目）が発声した単熟語を，

パソコン（NEC社：PC9801VM2）のディ

スプレイ（NEC社：PCTV472）上に表示さ

れた5個の単熟語の中から番号で選ぶという

課題が与えられた．5個の単熟語は，すべて

漢字まじりで表記されているか，平仮名のみ

で表記されているか，いずれかであり，番号

を選ぶまでの反応潜時が測定された．なお，

使用された単熟語は，被験児がすでに読みを

習得した語のうちの250語からランダムに選

ばれたものであった．

漢字まじりの表記，平仮名のみ表記とも各

セッション10語ずっ，25セッションで250

語が発声されが，このうち該当する語を正し

く選択できた数は，漢字まじり表記が233語，

平仮名のみ表記が238語であった．

図2に，選択に要した反応潜時の分布を，

表記別に示す．ただし誤答は別途集計した．

反応潜時の中央値は，漢字まじり表記が6．03

sec，平仮名のみ表記の場合が6．38secであっ

た．この差は有意水準に達していない。（CRニ

L56，p＜．12）．しかし，図2を見ると，潜時

が4sec未満では，漢字まじり表記の語数が

多くなっている．じっさい，該当する語数は，

漢字まじり表記49語に対して，平仮名のみ表

記28語であり，漢字まじり表記の語数のほ

うが有意に多かった．（CR＝2．39，p＜．02）．

短時間内に弁別できる語としては，漢字まじ

りで表記された語のほうが多いと結論するこ

とができる．

以上の結果は，中度の精神遅滞をともない

自閉症傾向のある発達障害児においても，漢

字まじりで表記された単熟語の読み学習がじゅ

うぶんに可能であることを示しており，障害

児に対する現行の文字教育に対して重大な疑

問を投げかけるものである．

文字を数えるさい，「まず平仮名の読み書

きを教え，それを完全に習得してから少しず

っ漢字の読み書きを教える」のがよいのか，

それとも「平仮名・片仮名・漢字の区別にこ

だわらず，大人がふっうに使っている通りの

表記法で，熟語の読みから教える（書取学習
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図2　電子音声発声装置が発声した語を5個の選択肢から選ぶまでの反応潜時の分布を，選択肢が漢字ま

　　じりで表記されていた場合と平仮名のみで表記されていた場合に分けて表示してある．なお，横軸

　　の目盛りはnsec以上（n＋1）sec未満を表す，

は必ずしも並行させない）のがよいのか，こ

れは学習心理学的には未だ決着のっいていな

い問題である．しかし，現実には，「平仮名

はやさしく漢字は難しい」との固定観念が何

の科学的根拠もなしに信じ込まれ，「まず平

仮名の読み書きから」という文字教育が一方

的に実施されているケースが多い．

　本児の通学している養護学校においても．

この固定観念は払拭されていないようである．

母親の報告によれば，2年生の時からようや

く平仮名の読み書きが教えれ，4年生の現在

ではカタカナの読み書きを指導中とのことで

あった．いっぽう，漢字にっいては，画数の

少ない字から家庭内で徐々に学習をすすめて

ほしい，と言われたそうである．このような

教育方針の背景には，「平仮名のほうが漢字

よりやさしい」，「画数の少ない漢字ほど覚え

やすい」との固定観念が根強く横たわってい

るように思、う．

　読みだけに限るならば，漢字単熟語の学習

は，健常児では2歳すぎからじゅうぶんに可

能であり，（〔1〕，〔2〕，〔3〕，〔4〕，〔5〕），

漢字導入の足を引っ張っているのは，もっぱ

ら書取上の困難からである．しかし，読みだ

けでも早期に学習しておけば，好きな本はも

ちろん，注意書・説明書・案内表示など日常

生活に必要な文書や掲示等を読むことができ

る．「読み」「書き」一体にこだわって漢字の

導入を先延ばしすることは，幼児期のすぐれ

た読み能力の芽をっぶすことにもなりかねな

い．

　なお，近年では，鉛筆を持って手で字を書

かなくても，ワープロソフトを起動し，種々

の入力装置を利用することで自由に漢字まじ

りの文章を作成することができるようになっ

てきた．手先が不自由な障害者むけの入力シ

ステムも開発されている．（〔6〕，〔7〕）．こ

のように科学技術が発達した現代では，手書

きの訓練にこだわることなく，障害の程度に

見合った入力システムを利用し，「書取」の
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面においても，より早い段階から漢字を導入

する試みを進めていく必要があると思う．

　最後に，石井〔3〕は，漢字を覚えること

が脳障害児の精神の安定化にっながったとの

体験談を紹介している．このように，漢字の

学習は障害児の他の側面の改善にも役立っ可

能性がある．生活上の必要から漢字の導入を

検討するばかりでなく，障害児の全体的な発

達への漢字学習の効果についても今後さらに

実証的な検討を積み重ねていく必要があると

思う．
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